
（別紙３）

～ 2025年12月25日

（対象者数） 31 （回答者数）
19

～ 2026年　1月　30日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員間で有効な対応方法を共有し、どの職員でも一貫した支

援ができる体制を強化する。

2

本人が活動を選択する機会や、成果を発表・共有する機会を

増やし、自己肯定感につなげる。

3

家庭と事業所で共通して取り組む目標を明確にし、経過を継

続して確認する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

公共施設、地域行事、関係事業所等の情報を収集し、参加可

能な交流活動を段階的に実施する。

2

避難訓練、BCP訓練、安全点検の内容をお便りや連絡ツール

で定期的に周知する。

3

保護者向け資料の配布や小規模な学習会を企画し、家庭で活

用できる支援方法を共有する。

地域や関係機関と連携した活動機会が十分ではない 事業所内での活動が中心となり、地域のこどもや地域資源と関

わる機会が限られている。

事業所の安全対策や訓練内容が保護者に伝わりにくい 訓練や安全点検は実施しているが、実施内容や改善結果の発信

が十分ではない。

家族支援の機会が個別相談に偏っている 相談には随時対応しているが、保護者向けの学習会や交流の機

会を定期的に設けられていない。

多様な活動を通じて成功体験を積めること プログラミング、制作、運動、コミュニケーション活動等を組

み合わせ、得意なことを生かせる機会を設けている。

保護者との日常的な情報共有 送迎時や連絡ツールを活用し、その日の様子や支援上の気付き

を速やかに共有している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用児童の特性に合わせた丁寧な個別対応 本人の理解や気持ちに合わせて、活動内容、伝え方、休憩方法

を調整している。

○事業所名 放課後等デイサービス　スリーエーチャーム

○保護者評価実施期間
2025年　12月　１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年1月　8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　6月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


